
じ
ょ
う
ご

と
う 

み

資
料
館
に
は
古
い
農
具
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
の
ぞ

き
た
く
な
っ
た
り
動
か
し
て
み
た
く
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

が
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
唐
箕
で
す
。
唐
箕
は
、
本
体
の
横
に
つ
い
た
ハ
ン

ド
ル
を
回
し
て
風
を
起
こ
し
、
漏
斗
か
ら
入
れ
た
米
や
麦
な
ど
の
穀
物
の
粒

の
大
き
さ
を
選
り
分
け
る
道
具
で
、
軽
い
ご
み
は
、
吐
き
出
し
口
の
外
に
飛

び
出
し
ま
す
。

豊
島
区
の
元
農
家
で
は
、
唐
箕
を
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
使
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
で
は
、
唐
箕
は
、
い
つ
、
だ
れ
が
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
小
学

生
が
使
う
教
科
書
や
百
科
事
典
に
は
、
唐
箕
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
新
し
く
唐
箕
を
作
り
、
み
ん
な
で
使
う
こ
と
は
で
き
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
唐
箕
は
、
全
国
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
機
能

は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
地
域
に
よ
り
形
に
多
少
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
豊
島

区
の
唐
箕
は
、
特
に
南
関
東
で
多
く
使
用
さ
れ
た
形
で
、
現
在
の
千
葉
県
君

津
市
域
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
唐
箕
を
作
っ

て
く
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
人
か
ら
人
へ
尋
ね
探
し
、
つ
い
に
、
君

津
市
立
久
留
里
城
址
資
料
館
が
、
唐
箕
製
作
の
経
験
者
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
夏
、
本
吉
好
文
さ
ん
に
製
作
の
お
願
い
に
伺
っ
た
と
き
、
五

〇
年
以
上
も
前
の
経
験
だ
か
ら
作
れ
る
か
な
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
秋
、

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
「
職
人
は
、
腕
を
見
込
ま
れ
て
頼
ま
れ
る
こ
と
が
誇

り
な
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
、
唐
箕
の
製
作
工
程
の

一
部
を
見
て
驚
い
た
こ
と
は
、
部
材
の
杉
板
に
、
赤
色
の
顔
料
の
ベ
ン
ガ
ラ

を
塗
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
資
料
館
に
あ
る
唐
箕
は
戦
前
に
作
ら

れ
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
全
体
的
に
は
茶
褐
色
で
す
。
し
か
し
、
よ

く
見
る
と
、
細
部
に
、
そ
の
色
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

今
、
新
し
い
唐
箕
は
、
出
番
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
福
岡
）

1

資
料
館
に
新
し
い
唐
箕
が
来
た
！

かたりべ
豊島区立郷土資料館だより

110

上：縦 120 × 横 170 × 幅 58cm
地元の杉と秋田杉の特徴を生かし
て作る。ハンドルは鍛冶職人製作。

左：建具職人として現役の本吉好
文さん（昭和9年生まれ）

（2013年11月7日撮影）



た
い
せ
き

し
り
ょ
う

い 

こ
う

き
ゅ
う
せ
っ
き

や 

ば
た
が
わ

あ
わ
し
ま

く
っ
さ
く

き　

ち

け
い
さ
ん
た
い

び　

か 

せ
き

は
っ
く
つ

ど 

そ
う 

は

と

郷
土
資
料
館
で
は
現
在
、
﹇
仮
称
﹈
芸
術
文

化
資
料
館
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の

建
設
工
事
に
先
立
ち
二
〇
一
三
年
八
月
一
九
日

か
ら
二
四
日
の
期
間
に
、
千
早
二
丁
目
三
九
番

の
﹇
仮
称
﹈
芸
術
文
化
資
料
館
建
設
予
定
地
区

に
お
い
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
、
当
該
地
の
土
層
剥
ぎ
取
り
標
本
の
作

製
、
お
よ
び
堆
積
土
層
の
自
然
科
学
分
析
試
料

採
取
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
の
一
般
的
な
発
掘
調
査

と
性
格
を
異
に
し
ま
す
が
、
こ
の
場
所
の
旧
地

形
や
古
環
境
を
探
る
上
で
多
く
の
貴
重
な
成
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

土
層
剥
ぎ
取
り
標
本
と
は
、
過
去
の
人
類
の

活
動
痕
跡
で
あ
る
遺
構
や
、
自
然
堆
積
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
土
層
の
断
面
を
薄
く
剥
ぎ
取
っ
た

実
物
標
本
で
す
。
博
物
館
の
展
示
に
お
い
て
、

貝
塚
や
落
と
し
穴
等
の
断
面
を
剥
ぎ
取
っ
た
標

本
や
、
そ
の
地
域
の
土
層
を
剥
ぎ
取
っ
た
標
本

を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
調
査
で
は
、
深
度
約
四
メ
ー
ト
の
調
査

区
を
設
け
、
旧
平
和
小
学
校
校
庭
に
あ
た
る
現

在
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
生
活
面
か
ら
、

三
万
年
以
上
前
、
旧
石
器
時
代
ま
で
の
土
層
堆

積
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
剥
ぎ
取
り

2

﹇
仮
称
﹈芸
術
文
化
資
料
館
建
設
予
定
地
区
の
発
掘
調
査 ―

土
層
剥
ぎ
取
り
標
本
の
作
製―

標
本
を
作
製
し
ま
し
た
。
標
本
の
大
き
さ
は
、

お
よ
そ
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
に

な
り
ま
す
。

標
本
作
製
の
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
調
査
区

を
設
定
し
、
重
機
に
よ
る
掘
削
を
行
い
ま
す
。

次
に
土
層
を
観
察
し
、
大
型
の
石
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
片
を
避
け
な
が
ら
、
剥
ぎ
取
る
範
囲
を
決

め
、
表
面
を
で
き
る
だ
け
平
ら
に
整
え
ま
す
。

こ
こ
に
、
水
と
反
応
し
て
固
ま
る
性
質
を
持
つ

ウ
レ
タ
ン
系
樹
脂
を
塗
り
、
裏
打
ち
布
を
貼
り

付
け
ま
す
。
そ
の
上
か
ら
さ
ら
に
樹
脂
を
塗
り
、

裏
打
ち
布
と
土
層
の
間
の
空
気
を
抜
き
な
が
ら
、

密
着
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
時
間
が
経
つ
と
、
透

明
だ
っ
た
樹
脂
が
、
白
く
濁
り
固
ま
っ
て
い
く

の
で
、
三
〜
四
時
間
乾
燥
さ
せ
た
後
に
、
標
本

を
剥
ぎ
取
り
ま
す
。

こ
の
﹇
仮
称
﹈
芸
術
文
化
資
料
館
建
設
予
定

地
区
の
立
地
す
る
地
形
は
、
台
地
平
坦
面
よ
り

若
干
低
く
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
南
に
向
か
っ
て

伸
び
る
浅
い
谷
の
谷
頭
付
近
に
位
置
し
ま
す
。

隣
接
す
る
粟
島
神
社
は
谷
端
川
の
水
源
地
で
あ

り
、
本
地
区
も
か
つ
て
は
、
谷
端
川
の
河
川
敷

で
し
た
。
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
の
地

図
か
ら
は
、
谷
端
川
に
沿
っ
て
両
岸
に
水
田
が

広
が
っ
て
い
た
様
子
が
確
認
で
き
ま
す
。

標
本
作
成
を
行
っ
た
調
査
区
北
壁
の
断
面
は
、

周
辺
地
域
に
お
け
る
既
知
の
土
層
と
対
比
し
な

が
ら
、
Ⅰ
層
か
ら
Ⅹ
層
ま
で
に
分
け
ま
し
た
。

Ⅰ
層
は
、
旧
平
和
小
学
校
の
校
庭
盛
土
・
整
地

土
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
耕
作
土
に
分
け
ら
れ
、

Ⅰ
ｄ
層
が
、
水
田
の
耕
作
土
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
植
物
珪
酸
体
分
析

で
、
栽
培
植
物
の
イ
ネ
属
、
湿
潤
な
場
所
に
生

育
す
る
ヨ
シ
属
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ

か
り
ま
す
。
植
物
珪
酸
体
と
は
、
植
物
の
細
胞

内
に
ガ
ラ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
珪
酸
が
蓄
積
し

た
も
の
で
、
植
物
が
枯
れ
て
も
、
微
化
石
と
な

っ
て
朽
ち
る
こ
と
な
く
土
壌
の
中
に
残
り
続
け

ま
す
。
そ
の
形
状
か
ら
種
を
特
定
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
水
田
跡
の
探
査
や
古
い
環
境
の

復
元
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
標
本
右
側
の

Ⅰ
ａ
層
か
ら
Ⅱ
ｃ
層
か
け
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

片
を
多
く
含
む
現
代
の
ゴ
ミ
穴
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Ⅱ
ｂ
層
は
、
平
安
時
代
の
一
一
〇
八
年
（
天

仁
元
年
）
に
浅
間
火
山
か
ら
噴
出
し
た
、
浅
間

Ｂ
テ
フ
ラ
に
由
来
す
る
軽
石
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
安
時
代
頃
に
で
き
た
土
層
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
テ
フ
ラ
と
は
、
火
山
か
ら

噴
出
し
た
火
山
物
質
が
堆
積
し
た
も
の
の
総
称

﹇
仮
称
﹈芸
術
文
化
資
料
館
建
設
予
定
地
区
の
発
掘
調
査 ―

土
層
剥
ぎ
取
り
標
本
の
作
製―

1．重機による調査区の掘削 4．乾燥した標本の剥ぎ取り3．塗布した樹脂の乾燥待ち2．土層へ裏打ち布の貼り付け



あ
い 

ら

け
い
そ
う

3

で
、
土
層
の
年
代
を
判
断
す
る
基
準
に
用
い
ら

れ
ま
す
。
Ⅱ
ｃ
層
は
、
上
部
に
、
二
二
〇
〇
〜

三
五
〇
〇
年
前
に
富
士
山
よ
り
噴
出
し
た
テ
フ

ラ
に
由
来
す
る
ス
コ
リ
ア
（
暗
色
で
多
孔
質
の

火
山
噴
出
物
）、下
部
に
、
一
・
五
〜
一
・
六
万

年
前
に
噴
出
し
た
立
川
ロ
ー
ム
層
上
部
ガ
ラ
ス

質
火
山
灰
（
Ｕ
Ｇ
）
に
由
来
す
る
火
山
ガ
ラ
ス

が
少
量
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
縄
文
時
代
頃

に
で
き
た
土
層
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ⅵ

層
上
部
に
相
模
野
第
一
ス
コ
リ
ア
（
Ｓ
１
Ｓ
）、

Ⅶ
層
最
上
部
に
姶
良
Ｔ
ｎ
火
山
灰
（
Ａ
Ｔ
）
の

ブ
ロ
ッ
ク
を
確
認
で
き
ま
す
。
特
に
Ａ
Ｔ
は
、

鹿
児
島
県
姶
良
カ
ル
デ
ラ
を
供
給
源
と
す
る
広

域
テ
フ
ラ
で
、
二
・
六
〜
二
・
九
万
年
前
頃
に

噴
出
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
海
や
川
か
ら
湿
っ
た
土
壌

ま
で
様
々
な
環
境
で
生
育
し
、
水
質
や
水
の
流

れ
の
強
弱
に
よ
っ
て
多
種
多
様
に
棲
み
分
け
を

行
う
珪
藻
を
利
用
し
た
珪
藻
化
石
分
析
、
花
粉

分
析
、
抽
出
さ
れ
た
木
片
の
樹
種
同
定
や
、
種

子
・
果
実
・
大
胞
子
な
ど
の
大
型
植
物
遺
体
同
定

を
通
じ
て
、
各
時
代
の
古
環
境
復
元
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
神
田
川
流
域
に
位
置
す

る
学
習
院
周
辺
遺
跡
千
登
世
橋
中
学
校
地
区
を

は
じ
め
と
し
て
、
他
の
発
掘
調
査
成
果
と
合
わ

せ
、
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
の
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
展
示
と
な
る
よ

う
に
、
新
館
準
備
を
進
め
て
行
き
ま
す
。（
甲
田
）

姶良Tn火山灰（AT）の火山
ガラス（Vg）（Ⅶa層）

軽石（Pm）と新期富士テフラの
スコリア（Sc）（Ⅱb層）

珪藻化石Diploneis yatukaensis
Horikawa et Okuno（Ⅴ層）

植物珪酸体
イネ属短細胞列（Ⅰd層）

Ⅰa

Ⅰb

Ⅰc

Ⅰd
Ⅱb

Ⅱc

Ⅱd

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ ←S1S
←AT

Ⅶa

Ⅶb
Ⅷa
Ⅷb

Ⅸa1

Ⅸa2

Ⅹ

木材
ハンノキ〈根材〉木口（Ⅹ層）

大型植物遺体
オモダカ科種子（Ⅹ層）

土層剥ぎ取り標本の全体写真と各層名



ゆ 

え 

ん

え　

び 

さ
わ
り
ょ
う
の
す
け

な
か
や
ま
け
ん
ぞ
う

い
　
そ
　
ご 

ぜ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）、
当
館
に
「
測
量

図
面
及
び
高
田
地
区
関
連
文
書
類
」
が
寄
贈
さ

れ
、
「
測
量
図
面
」
の
整
理
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
資
料
の
成
立
年
代
は
明
治
末

期
か
ら
昭
和
六
十
年
代
ま
で
と
幅
広
く
、
内
容

は
高
田
・
雑
司
ヶ
谷
地
区
に
お
け
る
私
有
地
の

測
量
図
面
や
道
路
の
拡
幅
に
伴
う
図
面
、
公
共

施
設
・
事
業
（
学
校
・
役
場
）
の
設
計
図
面
等

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
「
高
田
地
区
関
連
文
書
類
」
の

整
理
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、
整
理
は
未
だ

途
中
で
公
開
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
文
書
群
の
全

体
像
と
そ
の
実
態
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
経
過
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、

「
高
田
地
区
関
連
文
書
類
」
は
、
旧
高
田
村

（
現
在
の
高
田
一
〜
三
丁
目
、
目
白
一
・
二
丁

目
、
雑
司
ヶ
谷
一
〜
三
丁
目
、
南
池
袋
一
〜
四

丁
目
）
の
公
文
書
（
行
政
文
書
）
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
文
書
作
成

者
あ
る
い
は
関
係
者
と
し
て
重
要
人
物
で
あ
る

「
五
十
子
善
三
良
」
の
存
在
が
関
係
し
て
い
ま

す
。こ

の
資
料
の
中
に
、
昭
和
七
年
（
一
九
三

二
）
東
京
市
に
提
出
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た

4

五
十
子
善
三
良
の
履
歴
書
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

そ
の
略
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
ま
す
と
、
以

下
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

「
大
正
五
年
四
月
、
税
務
係
に
任
命
。

同
七
年
七
月
、
税
務
主
任
に
任
命
。

同
八
年
十
二
月
、
収
入
役
代
理
に
就
任
。

同
十
二
年
三
月
、
税
務
課
長
に
任
命
。

同
十
四
年
四
月
、
高
田
家
屋
賃
貸
価
格
調
査

　
　

主
任
を
嘱
託
す
る
（
東
京
府
知
事
）。

昭
和
二
年
五
月
、
土
地
貸
借
価
格
調
査
員
を

　
　

嘱
託
す
る
（
税
務
監
督
局
長
）。

同
四
年
八
月
、
庶
務
課
長
に
任
命
。

同
五
年
七
月
、
国
勢
調
査
員
に
任
命
。

同
六
年
四
月
、
下
水
道
経
理
課
長
に
任
命
。

同
七
年
三
月
、
町
長
秘
書
に
任
命
。

同
年
同
月
、
市
郡
併
合
調
査
事
務
主
任
に
任
命
。」

こ
の
文
書
群
に
は
、
旧
高
田
村
が
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
町
制
施
行
に
よ
り
高
田
町
と
な

り
、
昭
和
七
年
に
巣
鴨
町
・
西
巣
鴨
町
・
高
田

町
・
長
崎
町
が
統
合
し
、
豊
島
区
が
成
立
す
る

ま
で
の
資
料
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

五
十
子
善
三
良
は
、
略
歴
か
ら
も
分
か
り
ま

す
よ
う
に
、
当
時
町
長
で
あ
っ
た
中
山　

三

（
昭
和
三
年
一
月
就
任
）
や
海
老
澤
了
之
介

（
昭
和
四
年
九
月
就
任
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

道
路
台
帳
の
作
成
や
官
民
地
境
界
・
隣
接
市
町

村
境
界
の
査
定
の
業
務
や
当
時
町
の
一
大
事
業

で
あ
っ
た
下
水
道
敷
設
計
画
な
ど
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

五
十
子
は
後
に
町
長
の
秘
書
ま
で
も
務
め
て

い
る
た
め
か
、
事
業
ご
と
に
書
類
を
封
筒
に
入

れ
た
り
厚
紙
で
挟
ん
だ
り
し
て
、
分
類
し
管
理

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
な
文
書
が
ど
う
い
っ
た
理
由
で

残
さ
れ
た
の
か
を
理
解
す
る
材
料
に
な
る
と
判

断
し
、
こ
の
分
類
を
活
か
し
て
整
理
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

旧
高
田
町
公
文
書
と
五
十
子
善
三
良

五十子善三良の分類例

さ
て
、
右
の
写
真
の
茶
封
筒
は
、

「
自
治
記
念
塔
建
設
関
係
」
と
名
付

け
て
、
関
係
す
る
文
書
を
一
括
し
た

も
の
で
、
左
下
に
は
文
書
取
扱
人
と

し
て
「
五
十
子
主
事
」
の
名
前
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
記
念
塔
は
、
東
京
市
郡
併
合

と
な
り
村
制
以
来
の
自
治
を
永
久
に

記
念
す
る
た
め
高
田
会
館
（
法
明
寺

境
内
）
入
口
側
に
西
面
し
て
建
設
さ
れ
、
昭
和

七
年
九
月
二
十
九
日
に
除
幕
式
を
挙
げ
ま
し
た
。

『
高
田
町
史
』
に
は
左
の
写
真
が
口
絵
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
記
念
碑
の
下
図
面
や
公
共
事
業
に
多
年
尽

力
し
た
当
時
の
法
明
寺
住
職
で
あ
っ
た
近
江
正

瑞
氏
に
厚
意
を
寄
せ
、
建
設
地
と
し
た
所
以
が

書
か
れ
た
草
稿
な
ど
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
旧
高
田
町
公
文
書
」
は
、
高

田
町
長
海
老
澤
了
之
介
が
行
な
っ
た
公
共
事
業

等
を
通
じ
て
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
七
年
ま
で

の
町
政
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
区
政
史
研
究
の
材
料
と
し
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。（
髙
木
）

『
高
田
町
史
』口
絵
よ
り
転
載（
著
作
兼
発
行 

高
田
町
教
育

会
、代
表
者 

海
老
澤
了
之
介  

昭
和
８
年
４
月
30
日
発
行
）

※
最
前
列
右
か
ら
三
番
目
が
町
長
海
老
澤
了
之
介

旧
高
田
町
公
文
書
と
五
十
子
善
三
良
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二
〇
一
三
年
度
歴
史
講
座
『
中
世
豊
島
氏
と
そ
の
周
辺
』
を
開
催
し
ま
し
た

今野 慶信 氏

齋藤 慎一 氏

小松 寿治 氏

落合 義明 氏

　

二
〇
一
三
年
度
歴
史
講
座
は
、
11
月
〜
12
月

に
か
け
て
『
中
世
豊
島
氏
と
そ
の
周
辺
』
と
題

し
、
古
代
末
か
ら
中
世
に
い
た
る
豊
島
氏
の
消

長
を
辿
る
講
座
を
四
回
に
わ
た
っ
て
豊
島
区
立

勤
労
福
祉
会
館
の
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
日
程
・
論
題
・
講
師
は
、
以
下

の
通
り
で
す
。
な
お
、
こ
の
講
座
に
は
80
人
程

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

①
11
月
9
日
『
秩
父
平
氏
と
武
蔵
国
〜
豊
島
氏

成
立
の
前
提
〜
』
落
合
義
明
氏
（
東
海
大
学
）。

②
11
月
16
日
『
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
豊
島
氏
』

小
松
寿
治
氏
（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
）。

③
11
月
30
日
『
南
北
朝
・
室
町
期
の
豊
島
氏
』

今
野
慶
信
氏
（
新
宿
歴
史
博
物
館
）。

④
12
月
7
日
『
十
五
世
紀
の
城
館
と
豊
島
氏
』

齋
藤
慎
一
氏
（
江
戸
東
京
博
物
館
）。

　

豊
島
氏
に
関
す
る
歴
史
講
座
は
、
郷
土
資
料

館
の
開
館
以
来
何
回
か
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
豊
島
氏
が
歴
史
上
に
姿
を
現
す
ま
で
の

前
史
か
ら
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
豊
島
氏
の
歴

史
ひ
い
て
は
豊
島
地
域
の
歴
史
を
よ
り
深
く
理

解
す
る
こ
と
を
も
課
題
と
し
て
、
第
一
回
の
講

師
を
落
合
義
明
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
秩
父

平
氏
に
か
か
る
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
、

当
館
の
講
座
で
取
り
上
げ
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。
秩
父
平
氏
の
歴
史
と
そ
の
流
れ
を
汲

む
豊
島
・
江
戸
・
畠
山
・
河
越
各
氏
ほ
か
の
動

向
と
本
拠
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
秩
父
氏
の
拠
点

の
一
つ
と
目
さ
れ
近
年
実
態
が
分
か
っ
て
来
つ

つ
あ
る
埼
玉
県
嵐
山
町
に
所
在
す
る
大
蔵
館
の

最
新
調
査
・
研
究
の
成
果
の
紹
介
な
ど
、
興
味

深
い
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

　

第
二
回
・
第
三
回
で
は
、
豊
島
氏
の
興
り
か

ら
、
長
尾
景
春
の
乱
の
渦
中
に
太
田
道
灌
の
手

に
か
か
り
没
落
す
る
ま
で
の
歴
史
過
程
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
報
告
を
お
願
い
し
た
小
松
寿

治
・
今
野
慶
信
両
氏
は
、
一
九
九
七
年
に
開
催

さ
れ
た
『
豊
島
氏
と
そ
の
時
代
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
翌

年
『
豊
島
氏
と
そ
の
時
代
』
（
新
人
物
往
来

社
）
と
題
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ご
存
じ
の

方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
豊
島
氏

の
研
究
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
降
や
や
停
滞

し
て
い
く
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
お

二
人
か
ら
は
こ
の
間
の
研
究
成
果
を
含
め
て
、

豊
島
氏
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
基
本
資
料
を
駆
使
し
た
報
告
を
伺
う

事
が
で
き
、
充
実
し
た
豊
島
氏
研
究
の
入
門
編

最
新
版
と
も
言
う
べ
き
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
10
〜
20
年
の
中
世
城
館
研
究
は
、

目
を
見
張
る
程
に
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
第
四
回
は
、
こ
の
間
の
城
館
研
究
を
リ
ー

ド
し
て
こ
ら
れ
た
齋
藤
慎
一
氏
に
、
15
世
紀
の

城
館
の
姿
を
近
年
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
14

世
紀
以
前
に
遡
っ
た
所
か
ら
説
き
起
こ
し
て
紹

介
し
て
頂
く
と
共
に
、
城
と
館
と
い
う
言
葉
が

本
来
意
味
し
て
い
る
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
解
説

を
頂
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
上
で
、
豊
島
氏
の
城

館
で
あ
る
石
神
井
城
・
練
馬
城
が
中
世
城
館
の

歴
史
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

以
上
四
回
に
わ
た
る
い
ず
れ
の
報
告
も
内
容

が
濃
く
、
一
九
八
八
年
の
『
豊
島
・
宮
城
文

書
』
刊
行
以
来
豊
島
氏
の
歴
史
に
関
心
を
持
っ

て
き
た
当
館
の
歴
史
講
座
に
相
応
し
い
内
容
に

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
口
）

二
〇
一
三
年
度
歴
史
講
座
『
中
世
豊
島
氏
と
そ
の
周
辺
』
を
開
催
し
ま
し
た



か
ん
ら
く
が
い

に
ぎ

へ
ん
ぼ
う

と

み
ん
よ
う

ふ
ん 

い

き

ゆ
き

と
ど

せ
ん 

い

せ
ん
し
ょ
く

え
い
せ
い

「
か
た
り
べ
」
一
一
〇
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
諸
般
の
事
情
か
ら
、
発
行
が

大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
、
「
か
た
り
べ
」

愛
読
者
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
な
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
年

度
は
引
き
続
き
一
一
一
号
の
刊
行
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ

い
。さ

て
、
鋭
意
進
め
て
お
り
ま
し
た
新
館

の
開
設
準
備
は
、
建
設
費
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
、
予
定
し
て
い
た
計
画
通
り
に
は

行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
資
料

館
職
員
一
同
、
心
機
一
転
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
は
）

二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

が
決
定
し
ま
し
た
が
、
今
か
ら
五
〇
年
前
の
一

九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
〇
月
、
第
一
八
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
大
会

を
契
機
に
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
の
都
市

基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
豊
島
区
で

は
、
一
九
六
一
年
に
池
袋
東
口
に
総
合
庁
舎
が

完
成
し
、
西
口
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
ヤ
ミ
市
）

の
取
り
壊
し
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
東
武
百
貨

店
が
開
店
す
る
な
ど
、
池
袋
駅
を
中
心
に
再
開

発
が
進
め
ら
れ
、
副
都
心
へ
と
変
貌
を
遂
げ
ま

す
。
ま
た
二
〇
余
の
映
画
館
が
池
袋
に
集
中
す

る
な
ど
多
く
の
人
が
集
う
歓
楽
街
と
し
て
賑
わ
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い
を
み
せ
ま
す
。
一
九
六
五
年
の
池
袋
駅
の
一

日
の
平
均
乗
降
客
は
一
三
〇
万
人
を
数
え
、
乗

客
数
だ
け
で
東
京
駅
を
超
え
て
全
国
一
位
と
な

り
、
人
口
は
三
七
万
三
千
人
に
達
し
、
人
口
密

度
日
本
一
の
過
密
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か

れ
た
一
九
六
四
年
に
、
豊
島
区
と
豊
島
区
観
光

協
会
が
作
成
し
た
「
と
し
ま
」
と
題
す
る
六
枚

組
の
記
念
絵
は
が
き
で
す
。
袋
に
は
総
合
庁
舎

の
完
成
を
記
念
し
て
一
般
公
募
で
制
定
さ
れ
た

「
豊
島
民
謡
」
の
歌
詞
が
印
刷
さ
れ
、
裏
面
に

は
区
の
概
況
と
略
図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

写
真
①
「
東
武
デ
パ
ー
ト
」
は
、
「
タ
ー
ミ

ナ
ル
デ
パ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
家
庭
的
な
雰
囲

気
を
も
っ

た
明
る
い

店
内
、
行

届
い
た
サ

ー
ビ
ス

（
中
略
）
、

６
階
に
は

結
婚
式
場
、

７
階
に
名

画
劇
場
が

あ
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
と
レ
ジ
ャ
ー
の
デ
パ
ー
ト
で
す
」
と

の
説
明
が
あ
り
、
手
前
に
は
東
武
百
貨
店
の
開

店
と
西
口
駅
前
広
場
完
成
を
記
念
し
て
設
置
さ

れ
た
「
希
望
の
像
」
が
み
え
ま
す
。

写
真
②
「
高
田
工
業
地
帯
」
は
、
明
治
期
以

降
、
染
織
・
衛
生
材
料
・
製
薬
関
連
の
工
場
地

帯
と
し
て
発
展
し
た
現
在
の
高
田
三
丁
目
を
撮

影
し
た
も
の
で
、
手
前
の
神
田
川
か
ら
奥
の
学

習
院
に
か
け
て
工
場
が
密
集
し
て
い
る
様
子
が

わ
か
り
ま
す
。
「
地
域
的
需
要
に
応
じ
た
文
化

産
業
と
し
て
、
軽
工
業
部
門
で
も
、
ま
た
都
内

の
工
業
地
帯
の
う
ち
で
も
特
異
な
地
位
を
し
め

て
い
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
区
内
工
場
数
一

七
三
一
の
う
ち
、
約
一
八
％
が
繊
維
・
衣
服
関

連
、
一
六
％
が
出
版
・
印
刷
関
連
業
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
「
池
袋
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
、

「
立
教
大
学
と
学
習
院
大
学
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
教

室
」
、
「
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
と
す
す
き
の
み

み
ず
く
」
、
「
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
」
が
絵
は
が

き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
の
殿

堂
、
歴
史
と
信
仰
の
地
が
当
時
の
観
光
名
所
と

し
て
選
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
後
、
池
袋
を
中
心
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
、
東
京
芸
術
劇
場
、
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
、

中
央
図
書
館
な
ど
文
化
施
設
が
次
々
と
誕
生
し
、

現
在
は
新
庁
舎
が
建
設
中
で
す
。
今
の
豊
島
区

を
絵
は
が
き
に
す
る
な
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な

場
所
を
選
び
ま
す
か
。　
　
　
　
　
　
（
横
山
）

写真②「高田工業地帯」

写真①「東武デパート」


	かたりべ110号　Ｐ1
	かたりべ110号　Ｐ2
	かたりべ110号　Ｐ3
	かたりべ110号　Ｐ4
	かたりべ110号　Ｐ5
	かたりべ110号　Ｐ6

